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2006年5月にインドネシアのスマトラ北部でおよぴ2005年  
12月にトルコ東部の家族で観察されたトリインフルエンザ  

H5Mの集団が、ヒトヒ卜伝挿によるか否かを統計的方法  
を用いて調べた。スマトラの例ではヒトヒ卜伝播の統計学  
的エビデンスが見られ、概算された2次感染率は29％、局  
所的増殖数の下限値は1．14であった。トルコの例ではヒト  

ーヒ卜伝播のエビデンスは得られなかった。  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  鳥インフルエン ザ  
2007：13：1348－  EmergJnfectDis  1353  

H5Nlトリインフル工ンザウイルスは妊婦の胎盤を通過し  

て胎児に感染することができると研究者が報告した。ウイ  
ルスは肺だけでなく胃腸管、脳および血液細胞にまで達  
することも証明された。また、ウイルスは免疫系の一部を  
過剰刺激し「サイトカインストーム」を起こすだけでなく、マ  
クロファージに障書を与えるなど免疫系の他の部分を抑  
制することが示唆された。  

蔦キジヲJ芯  
ザ  劇e止Net2007年9  

Reuters Foundation  月27日  

薗碧…‾…‾‾‾‾  
‾  

す着直童薗学萎儲  
誌2QO7；48（Supp1  

1）：83 第51回日  

本医真菌学会総会  
2007年11月9－10  

日  

ConidioboLuscoronatusによるEntomophthoromycosisの  
中国での初めての症例報告である。36虎男性で、10ケ月  
前より井閉が生じ、7ケ月前より▲背部が発赤・腫脹し、診  

察時、1全体より頬部、上口唇にかけて高度の腫脹と変  
形を認めた。病理検査で慢性好酸性肉芽腫病変がみら  
れ、巾NAの塩基配列分析の結果Conidiob0luscoron血s  
と一致した。l廿aGOnaZOle12ケ月間投与により完全に治癒  
した。  

盲才ジ茄 ザ  
2008年1月10日、中国保健局は、最近、江蘇省で発生し  

た52歳男性の鳥インフルエンザ感染は、患者であった息  
子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの  
変異は認められていないと確定した。しかし、息子と父親  
はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感  
染源は明らかになっていない。息子は11月24日に発症  

し、12月2日に死亡し、父親は12月3日に発症したが回復 した。   
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は、2007年8月から始まった  Cbc2008年1月8日   エボラ出血  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が罷患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白賞の広汎な  
変性と皮質および白巽lこおけるPrP沈着を示す非定型孤  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4聖と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
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ア、ニュー  
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アメリカ  

ウシの乳由  
来成分  

抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  
在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  
GOR抗休反応性を調べた。抗GORIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、63．鍋）に  

比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORtgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORIgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。   

Clin V∂CCine  

Immunol published 

online doi：10．‖28  

C型肝炎  
日本  添加物  

人血清アル  
ブミン  注射用乾燥セルモロイキン（遺伝子組換 え）  
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819ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドヘ変換することによっ  

て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、梯的細  
胞に接着することは可能であった。Pan／○∨摘daeの他のウ  
イルスとの比較試験の♯果、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusion2007：  

47：17（；5－1774  

C型肝炎  
抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  

在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  

GOR抗体反応性を調べた。抗GORIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性卒（70／110、63．6％）に  
比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORIgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORlgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。  

Clin Vaccine 
trnmunQIpubLished  
on】inedoi：10．1128  

パルボウイル ス  訂毎号才フ仁支お不語落花磯新前六方二蘭書芳子詑声打だ  
よる819Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドへ変換することによっ  
て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、標的細  
胞に接着することは可能であった。Parvoviパdaeの他のウ  
イルスとの比較試験の絵美、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B柑∨が不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusion2007；  
47：1765－1774  

て汚フ子種蘭稲葡‾  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リン＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

10．1056／NEJMoaO7  
NEngりMed20D8； 358  3785  
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80093に同じ  リンハ○性脈絡髄  
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運動失調や妃憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示す非定型孤  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  
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末梢血幹細胞移植後に肺炎で死亡した患者由来の検体  

から未知のウイルスが分離された。無作為PCRに基づい  
たスクリーニング法により、この感染物質はトリパラミクソ  
ウイルス1（APMV－1）と同定された。肺組織中の脱落肺胞  
細胞にAPMV－1抗原が存在することが免疫組織化学的分  

析により確認された。遺伝子配列から病原性ハトAPMV－1  
株と最も近縁であることが示された。APMV－1感染による  
ヒト致死症例の初めての報告である。   

ウイルス感染  JViro12007；81  
12709－12714  
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